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新
入
隊
員
が
着
隊
し
て
か
ら
約
１

週
間
の
写
真
で
す
。
班
長
か
ら
の
教

え
を
受
け
な
が
ら
、
同
期
と
支
え
合

い
共
に
学
び
、
新
入
隊
員
た
ち
は
入

隊
式
で
凛
々
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。 

基本教練 

駐屯地での食事 

「国防の重要性を感じて」 

「憧れの自衛官へ」 

 人を守る仕事に就きたいと小学生の頃から考えていて、国民を守
る自衛隊は格好いいなと感じ、入隊しました。             
信頼される自衛官になるべく、何事にも一生懸命に取り組み、男

性に負けない様に頑張ります！ 
            大津 一般陸曹候補生 河野 桃華２士 

「人の役に立つ仕事をしたい」 
 救急救命士を目指して大学に入学していましたが、自衛隊を知り、
この資格を生かして国や市民を守る事に魅力を感じ入隊しました。 
 体力に自信がないので人を守れるように体力練成し、日々向上心で
頑張りたいと思います！ 
             大津 自衛官候補生 田中 萌候補生 

「進路に悩んだときに父親から」 

 卒業してからの進路に悩んでいた時に、元自衛官
の父から勧められた時、野球をしており体力に自信
があったので入隊を決意しました。 
 かけがえのない同期と共に切磋琢磨し、一人前の
自衛官になるため日々向上心で訓練に励みます。 
     松山 一般陸曹候補生 津髙 天命２士 

「災害派遣の勇姿を見て」 

 災害派遣で活躍している自衛官を見て格好良い
な自分もそうなりたい！と思い入隊しました。 
 約３カ月の前期教育を同期と一致団結して、基
本基礎を身に付け、後期教育も頑張ります。 
   豊川 一般陸曹候補生  紙谷 拓哉２士 

 

中
部
方
面
混
成
団
（
団
長 

野
崎 

英
二

１
等
陸
佐
）
は
、
令
和
５
年
４
月
７
日
大
津

駐
屯
地
、
８
日
松
山
駐
屯
地
、
９
日
豊
川
駐

屯
地
に
お
い
て
、
第
20
期
一
般
陸
曹
候
補
生

８
２
２
名
（
男
子
６
８
３
名
、
女
子
１
３
９

名
）
、
自
衛
官
候
補
生

(
女
子)

27
名
の
入
隊

式
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

若
葉
の
萌
え
出
す
季
節
に
、
新
入
隊
員
た

ち
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
臨
ん
だ
入
隊
式

は
、
国
旗
に
敬
礼
、
申
告
、
宣
誓
、
執
行
者

式
辞
等
の
順
で
進
行
し
、
大
津
及
び
松
山
で

は
、
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
演
奏
で
式
典
に
花

を
沿
え
ま
し
た
。 

お
立
会
官
と
し
て
参
列
し
た
混
成
団
長
は
、

「
本
教
育
に
あ
た
り
諸
官
等
に
『
心
身
を
鍛

え
、
技
能
を
磨
け
』
を
要
望
し
ま
す
。
我
々

が
任
務
を
遂
行
す
る
に
際
し
て
は
雨
風
を
問

わ
ず
、
灼
熱
の
夏
の
日
も
、
凍
え
る
冬
の
夜

も
関
係
な
く
、
山
の
中
、
瓦
礫
の
中
、
濁
流

の
中
で
あ
ろ
う
と
も
行
動
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
任

務
を
完
遂
す
る
た
め
、
自
衛
官
と
し
て
の
基

礎
を
身
に
着
け
『
事
に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧

松山 

 就職先に自衛官と警察で悩んでいる際、ロシアによるウクライナ

侵攻を目の当たりにして国防の重要性を認識し、それに貢献したい

と思い入隊を決意しました。 

 将来は陸曹となり、部隊の主力として率先的に働けるように体力

検定で１級を目指し、日々体力練成に励みます。 

            大津 一般陸曹候補生 矢間 郎太２士 

み
ず
、
身
を
も
っ
て
責
務
の
完
遂
に
努
め
も
っ
て

国
民
の
負
託
に
応
え
る
』
こ
の
宣
誓
の
言
葉
に
違

う
こ
と
な
く
常
に
国
民
の
た
め
黙
々
と
任
務
に
精

励
す
る
、
こ
れ
が
自
衛
官
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
約
３
カ
月
間
、
自
衛
官
に
な
る
た
め

に
必
要
な
基
本
教
育
を
受
け
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

と
は
全
く
異
な
る
環
境
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
特
に
諸
官
は
営
内
に
起
居
し
て
組
織
さ

れ
た
団
体
生
活
を
送
り
ま
す
。
一
生
の
う
ち
の
一

期
間
で
す
。
本
気
に
な
っ
て
規
律
を
守
る
団
体
生

活
で
の
誇
り
を
感
じ
て
も
ら
い
、
規
律
あ
る
生
活

の
中
に
『
自
由
と
は
放
縦
で
な
い
』
こ
と
を
体
験

し
、
自
由
の
う
ち
に
規
律
が
行
わ
れ
、
礼
節
を
守

り
、
秩
序
あ
る
団
体
生
活
の
豊
か
さ
を
知
る
で
し

ょ
う
。
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
、
立
派
な
自
衛
官

に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
訓
示
し

ま
し
た
。 

お
教
育
は
６
月
下
旬
ま
で
約
３
カ
月
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
、
体
力
検
定
、
小
銃
射
撃
検
定
、
戦
闘
訓

練
や
行
進
訓
練
を
経
て
総
合
訓
練
を
行
い
、
７
月

に
中
部
方
面
隊
管
内
を
主
体
と
し
て
全
国
の
部
隊

へ
配
置
さ
れ
ま
す
。 

 

第５５号 

令和５年５月18日 

団長要望事項 

心身を鍛え、 

技能を磨け 

駐屯地司令 
要望事項 

頼もしき 

自衛隊員にして、 

良き市民たれ 

団長統率方針 

一致団結 

豊川 
・～・～・着隊してから １ 週間・～・～・ 

入隊の動機 

今後の抱負 



 

（２）第５５号 中部方面混成団広報紙 かけはし 

中 部 方 面 混 成 団 創 立 １ ６ 周 年 及 び 大 津 駐 屯 地 創 設 ６ ４ 周 年 行 事 

４
年
ぶ
り
に
一
般
開
放
！
約
５
２
０
０
名
の
来
場 

 

令
和
５
年
４
月

29

日
（
土
）

に
、
中
部
方
面
混
成
団
創
立
16
周

年
及
び
大
津
駐
屯
地
創
設

64
周
年

記
念
行
事
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま

し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

も
落
ち
着
き
を
見
せ
、
本
行
事
は
、

国
会
議
員
及
び
近
隣
首
長
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
来
賓
が
参
列
さ
れ
る

中
、
団
長
は
観
閲
官
と
し
て
「
質
の

高
い
新
隊
員
教
育
、
准
尉
・
陸
曹
教

育
、
予
備
自
衛
官
等
の
教
育
訓
練
に

よ
り
中
部
方
面
隊
の
人
材
育
成
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
任
務
を
完
遂
し

得
る
強
靭
な
部
隊
を
練
成
し
て
、
各

種
事
態
に
実
効
的
に
対
応
し
て
参
り

ま
す
。
」
と
挨
拶
す
る
と
と
も
に
、

隊
員
に
対
し
「
『
事
に
臨
ん
で
は
危

険
を
顧
み
ず
身
を
も
っ
て
責
務
の
完

遂
に
努
め
も
っ
て
国
民
の
負
託
に
応

え
る
』
こ
の
宣
誓
に
違
う
こ
と
な

く
、
常
に
国
民
の
た
め
に
黙
々
と
任

務
に
精
励
し
て
ゆ
こ
う
」
と
激
励
し

ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
観
閲
部
隊
指
揮
官
（
副

団
長 

石
田 

祐
司
１
等
陸
佐
）
以

下
人
員
８
３
６
名
、
車
両
65
両
が

参
加
し
て
観
閲
行
進
を
行
う
と
と
も

に
、
本
年
度
が
最
後
と
な
る
74
式

戦
車
と
16
式
機
動
戦
闘
車
の
共
演

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
中
部
方
面
音
楽
隊
に
よ
る

音
楽
演
奏
、
新
隊
員
３
６
２
名
に
よ

る
自
衛
隊
体
操
、
模
擬
戦
、
74
式

戦
車
及
び
高
機
動
車
体
験
試
乗
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
県
内
外

か
ら
来
場
さ
れ
た
、
約
５
２
０
０
名

の
人
で
賑
わ
い
、
盛
会
裏
に
行
事
は

終
了
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連隊長 式辞 

  
第４７普通科連隊 

創隊２４周年記念行事 
第４９普通科連隊 

創隊１９周年記念行事 

自衛隊体操 

自衛隊体操 

模擬戦 

模擬戦 

中部方面音楽隊演奏 

キッチンカー 

感謝状贈呈式 

装備品展示 

 

令
和
５
年
４
月
１
日
（
土
）
、

豊
川
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
49
普

通
科
連
隊
創
隊
19
周
年
記
念
行
事

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

行
事
は
連
隊
長
式
辞
、
部
外
協

力
者
祝
辞
に
始
ま
り
、
三
河
陣
太

鼓
の
演
奏
、
記
念
撮
影
の
他
、
部

外
協
力
者
や
隊
員
家
族
を
対
象
と

し
た
、
マ
ジ
ッ
ク
披
露
、
和
太
鼓

の
演
奏
体
験
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

  

本
行
事
を
通
じ
、
部
外
協
力
団

体
及
び
隊
員
家
族
へ
の
理
解
と
信

頼
を
深
め
、
盛
会
裏
に
行
事
を
終

了
し
ま
し
た
。 

和太鼓体験 

連隊長 式辞 

感謝状贈呈者との記念撮影 

 

令
和
５
年
３
月
18
日
（
土
）
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広

島
に
お
い
て
、
第
47
普
通
科
連
隊
創
隊
24
周
年
記
念
行
事
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

記
念
祝
賀
会
食
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
た
感
謝
状
贈
呈
式
で
は
、

日
頃
の
感
謝
の
意
を
伝
え
る
と
と
も
に
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。 

 

祝
賀
会
食
で
は
、
連
隊
長
式
辞
、
部
外
協
力
者
祝
辞
、
記
念
撮
影

を
行
い
、
来
賓
の
方
々
と
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

  

来
年
度
、
創
隊
25
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
常
即
一
体
と
な
っ
て
更
な
る
精
強
な
部
隊
を
目
指
し
邁
進
し
て

い
き
ま
す
。 

感謝状贈呈者との記念撮影 

感謝状贈呈式 

観閲官式辞 

巡閲 観閲行進 

観閲行進 国旗入場 

祝賀会食 

協力会 山下会長挨拶 

祝賀会食 

団友の会 田中会長挨拶 



 

第
49
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長 

近
藤 

浩
行
１
等
陸
佐
）
は
、
令
和
５
年
３
月

14
日
（
火
）
豊
川
駐
屯
地
に
お
い
て
着

任
式
を
実
施
し
ま
し
た
。 

（３）第５５号 中部方面混成団広報紙 かけはし 

  第１１０教育大隊 

第２６代大隊長 鳥生２佐着任 
第４９普通科連隊 

第１１代連隊長 近藤１佐着任 

着任連隊長紹介 
主要勤務歴 

第１４普通科連隊    中隊長     （金 沢）  
第５次イラク復興支援群 警備中隊長 
第３師団司令部     訓練班長    （千 僧） 
富士学校普通科部    戦術教官    （富 士） 
中央即応集団司令部   運用班長    （座 間） 
第８師団司令部     第４部長    （北熊本） 
北部方面総監部     後方運用課長  （札 幌） 
普通科教導連隊 連隊長兼ねて駐屯地司令 （滝ヶ原） 
会計監査隊       中部方面分遣隊長（伊 丹）         

無限の錬磨 

明るく楽しく前向きに 

要望事項 １等陸佐 近藤 浩行
こんどう ひろゆき

 

 愛知県 昭和４３年生まれ  

 

中部方面混成団長兼ねて大津駐屯地司令着任 中部方面混成団長兼ねて大津駐屯地司令着任 

１等陸佐 野崎 英二 

歴
代
団
長
及
び
駐
屯
地
司
令
を
は
じ
め
諸
先
輩
方
が
築

き
上
げ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
中
部
方
面
混
成
団
及

び
大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
、
諸
官
と
と
も
に
勤
務
で
き
る

こ
と
に
無
上
の
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
２
個
コ
ア
普

通
科
連
隊
の
防
衛
警
備
任
務
、
新
隊
員
・
准
曹
・
予
備
自

衛
官
等
の
人
材
育
成
の
重
要
性
に
思
い
を
致
す
と
き
、
そ

の
責
務
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。 

 

中
部
方
面
混
成
団
長
と
し
て
の
統
率
方
針
は
、
『
一
致

団
結
』
で
あ
る
。 

 

お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、
自
己
の
強
み
を
活
か
し
、

他
者
の
弱
み
を
献
身
で
補
い
合
い
、 

“One
 
Te

am”

と

な
っ
て
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
る
崇
高
な
任
務
を
遂

行
し
て
い
こ
う
。 

要
望
事
項
は
、
『
心
身
を
鍛
え
、
技
能
を
磨
け
』
で
あ

る
。 我

々
が
任
務
を
遂
行
す
る
に
際
し
て
は
、
雨
風
を
問
わ

ず
、
灼
熱
の
夏
の
日
も
凍
え
る
冬
の
夜
も
関
係
な
く
、
山

の
中
、
瓦
礫
の
中
、
濁
流
の
中
で
あ
ろ
う
と
も
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
任
務
を
完
遂
す
る
た
め
、

常
日
頃
か
ら
の
備
え
を
万
全
に
し
て
、
不
断
に
自
己
を
磨

く
こ
と
を
要
望
す
る
。 

大
津
駐
屯
地
司
令
と
し
て
の
要
望
事
項
は
、
『
頼
も
し

き
自
衛
隊
員
に
し
て
、
良
き
市
民
た
れ
』
で
あ
る
。
国
家

防
衛
の
志
を
同
じ
く
し
て
、
こ
こ
大
津
の
地
に
集
う
ご
縁

に
感
謝
し
て
、
地
域
を
愛
し
、
信
頼
に
応
え
、
我
々
の
立

つ
足
元
か
ら
国
民
の
負
託
に
応
え
て
い
こ
う
。 

以
上
、
中
部
方
面
混
成
団
長
と
し
て
の
統
率
方
針
『
一
致

団
結
』、
要
望
事
項
『
心
身
を
鍛
え
、
技
能
を
磨
け
』、
大
津

駐
屯
地
司
令
と
し
て
『
頼
も
し
き
自
衛
隊
員
に
し
て
、
良
き

市
民
た
れ
』
を
要
望
し
た
。 

本
要
望
事
項
は
、
私
自
身
に
と
っ
て
の
目
標
・
戒
め
で
も

あ
り
、
諸
官
と
と
も
に
任
務
完
遂
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と

を
誓
い
、
着
任
の
辞
と
す
る
。  

平成 ３年   ３月 第３６普通科連隊（小銃小隊長）      伊 丹 

平成  ６年   ３月 防衛大学校 訓練部指導教官         横須賀 

平成 ８年   ３月 第１４普通科連隊（運用訓練幹部）    金 沢 

平成１１年  ３月 調査学校（フランス語研修生）         小 平 

平成１４年  ８月 第２６普通科連隊（中隊長）       留 萌 

平成１６年  １月 第１次イラク復興支援群（警備幹部） 

平成１６年  ８月 統合幕僚 会議事務局           市ヶ谷 

（平成１８年 １～７月 第５次イラク復興業務支援隊 バグダット連絡班） 

平成１８年  ３月 統合幕僚監部 運用部 運用第２課      市ヶ谷 

平成１８年  ９月 陸上幕僚監部 教育訓練部 教育訓練課   市ヶ谷 

平成２０年  ３月 幹部学校（研究課）              目 黒 

平成２２年  ３月 上智大学（法律学研修生）           上智大 

平成２３年  ４月 中央即応集団司令部 法務官       朝 霞 

平成２４年  ７月 陸上幕僚監部 副法務官            市ヶ谷 

平成２６年  ８月 第40普通科連隊長兼ねて小倉駐屯地司令  小 倉 

平成２８年  ８月 北部方面総監部 法務官          札 幌 

平成２９年 １２月 中央即応集団司令部 法務官            座 間 

平成３０年  ３月 陸上総隊司令部 法務官            朝 霞 

令和 ２年  ４月 統合幕僚監部首席法務官          市ヶ谷 

令和 ５年  ３月 現 職                   大 津 

着
任
の
辞
（
全
文
） 

主要経歴 
のざき     えいじ 

昭和４２年１０月生まれ 

石川県出身 

防衛大学校３４期（土木） 

団長統率方針 

 一 致 団 結 

団長要望事項 

心 身 を 鍛 え 、 

技 能 を 磨 け 

 

第
１
１
０
教
育
大
隊
（
大
隊
長 

 

鳥
生 

浩
成
２
等
陸
佐
）
は
、
令
和
５

年
３
月
22
日
（
水
）
松
山
駐
屯
地
に

お
い
て
着
任
式
を
実
施
し
ま
し
た
。 

着任大隊長紹介 

一日一回、鏡の前に立つ 

主要勤務歴 

第２師団司令部     法務官     （旭 川）  
富士学校        普通科部    （富 士） 
第４１普通科連隊    中隊長     （別 府） 
小平学校        人事教育部   （小 平） 
第４６普通科連隊本部  第３科長    （海田市） 
中部方面総監部     教育班長    （伊 丹） 
第１０普通科連隊    副連隊長    （滝 川） 
北部方面総監部     監察官付    （札 幌）  
第５２普通科連隊    副連隊長    （真駒内）          

要望事項 ２等陸佐 鳥生 浩成
とりゅう ひろしげ

 

 愛媛県 昭和４７年生まれ  

第
49
普
通
科
連
隊
長
着
任
式
を
実
施 

第
１
１
０
教
育
大
隊
長
着
任
式
を
実
施 

青井 陸将補 

離 任 
永
年
に
わ
た
る
自
衛
隊
勤
務 

お
疲
れ
様
で
し
た 

 

第
９
代
中
部
方
面
混
成

団
長
兼
ね
て
第

35
代
大

津
駐
屯
地
司
令 

青
井 

常
治
１
等
陸
佐
は
、
令
和

５
年
３
月
10

日
付
け
を

も
っ
て
陸
将
補
に
特
別
昇

任
し
退
官
さ
れ
ま
し
た
。 


